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１６日（土）、

第１3 期生

卒業証書授

与式が挙行

されました。厳粛な雰囲気の中にも温かさが伝わって

くる卒業式でした。土肥校長先生からは、ノーベル賞

を受賞した本庶佑教授の言葉「６つのＣ」を紹介し高

校生活に向けてのエールが送られました。「高校に爽

やかな風を吹かせてほしい」と高校生代表の祝辞の後、

送辞では、２年生今井惣さんが「先輩方が起こしてく

れた波を受け継いでいく」と力強く決意を述べ、在校

生全員で「旅立ちの時」を合唱しました。そして、池

尻百花さんの答辞では、１３期生の成長を「結実」に

なぞって、様々な困難があってもみんなで乗り越えて

きた８０人の絆を振り返り、最後には卒業生全員が舞台に上がり「ありがとう」を合唱しました。

１３期生８０名は、４月には向陽高校環境科学科に入学し、第２章が始まります。 

１９日、

中１恒例の

「高校生に

聞く」を開催しました。講師は環境科学科２年の先輩５名。中

学時代の思い出から高校生活について、自らの経験をもとに、

文武両道の大切さや「隙間の時間に勉強する」など、これから

の学校生活を充実させるためのヒントを沢山頂きました。 

本校水泳部

（水球競技）

が中心となっ

て編成するリーガ和歌山水球チームはＪＯＣ春季水泳競技大会近畿予選で２位となり、３月２６日

から千葉県で開催される全国大会に出場を決めました。また、理科部３年生の中村凌君と井上穂大

君のチームが、ロボカップ Jｒジャパンオープン関西ブロック

大会において見事１位となり、高校の部で１位となった向陽高

校チームとともに、４月２８日から和歌山ビッグホエールで開

催される全国大会に出場します。１８日には、高校生と一緒に

ニュース和歌山の取材を受けました。そこで、高校生は世界大

会を、中学生は日本一を目指すと力強く宣言し、井上君は「常

に新しいものに挑戦し、自律ロボットのことをたくさんの人に

知ってもらいたい」と熱い想いを語りました。                       

新入生（16 期生）を迎えるビッグ

アートが

完成しま

した。製作は毎年１年生が担当し、ひまわりをモチーフにしたビッグ

アートを８０分割し、一枚一枚の裏面には新入生一人ひとりへのメッ

セージが書かれています。デザインから製作・メッセージまですべて

生徒の手作りで大変な作業でしたが、新入生への想いがいっぱいつま

っています。ビッグアートは 4 月８日の入学式の受付で飾られます。 


